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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

 

 当社は、2022年 12月期の内部統制報告書に開示すべき重要な不備があり、当社の財務報告に係る内部統

制は有効でない旨を記載いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 開示すべき重要な不備の内容 

 当社グループは、過去継続して、決算・財務報告プロセスにおいて開示すべき重要を認識しております。

当事業年度には、決算・財務プロセスの業務効率化を目的として、外部の公認会計士に業務改善コンサル

ティングを進めて頂くなど、不備の改善に取り組んでまいりましたが、第２四半期連結決算以降に、決算

業務のメイン担当者が退職となりました。その後、経理部門の人員強化を目的として、２名の採用を行い

ましたが、いずれも定着に至らず、第２四半期連結決算以降において、慢性的な経理人員の不足が生じ、

決算確定作業や監査対応に時間を要しました。 

また、M＆A の実施による連結子会社の増加により、連結加入時の経理処理等の業務が付加される中で、

当該業務が滞るなど、速やかで確実な決算事務が遂行可能な体制を構築出来ませんでした。このため、当

社の決算・財務報告プロセスの不備は解消していないと考えられ、経理人員の拡充、決算事務のコント

ロールの面において、改善が必要であると認識し、開示すべき重要な不備に該当すると判断いたしました。 

 

２．事業年度末に是正できなかった理由 

当事業年度の末日まで当該内部統制の不備が是正されなかった理由は、当該不備の根幹となる、第２四

半期連結決算以降に生じた経理メイン担当者の退職に対する、新たな経理人員の定着化が遅滞し、当事業

年度末時点においても当該問題は解決に至っていないことに起因いたします。 

 

３．開示すべき重要な不備の是正方針 

当社グループは、財務報告に係る内部統制の整備及び運用の重要性を認識しており、今後、経理人員が

不足する状況下においても、当該決算・財務報告プロセスが適正に保全されるよう、当該業務の一部をア

ウトソーシングするなどの対策を進め、有効な決算・財務報告プロセスを構築してまいる所存であります。 

 

４．連結財務諸表等に与える影響 

 上記開示すべき重要な不備に起因する必要な修正事項は、すべて連結財務諸表等に反映しております。 

 

５．財務諸表の監査報告における監査意見 

 無限定適正意見であります。 
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